
高尾山では時折、翅に文字の書かれたアサギマダラに出会うことがあります。
これは、アサギマダラの移動ルートを調査する人々によって各地でマーキングさ
れたもので、高尾ビジターセンターでは過去に「Fuji」「ハコダテ」「デコ」などと
マーキングされた個体が確認されています。これらは、旅をするアサギマダラが
いろんな経路を経て、高尾山を訪れていることを裏付けています。

「デコ」「9/1」「SRS」「13209」とマーキングされたアサギマダラ→
　　（2008年10月3日高尾山で確認）  　 

翅に文字！？
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「のぶすま」とは

ムササビの古い呼び名です。
高 尾 山 山 頂 か ら 発 信 !

「
の
ぶ
す
ま
」
最
新
号
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
高
尾
山
山
頂
に
あ
る
、
高
尾
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
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年
前
の
春
、
当
時
中
学
生
だ
っ
た
私
は
、
虫
を
探

し
に
高
尾
山
に
登
っ
た
。
５
号
路
を
歩
い
て
い
る
と
、

見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
で
様
々
な
昆
虫
が
次
々
に
飛
翔

し
て
き
て
は
、
近
く
の
ベ
ン
チ
や
道
標
に
ぶ
つ
か
り
、

し
が
み
つ
く
と
い
う
様
子
が
み
ら
れ
た
。
ベ
ン
チ
の
前

方
に
は
、
切
り
開
か
れ
た
広
い
斜
面
が
あ
っ
た
た
め
、

小
さ
な
昆
虫
達
は
吹
き
上
が
っ
た
強
い
風
に
乗
っ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
ク
リ
ス
ト
フ
コ
ト
ラ
カ

ミ
キ
リ
（
以
下
、
ク
リ
ス
ト
フ
）
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
が
い
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
虫
は
、
高
尾
山
で

は
１
９
８
４
〜
８
５
年
に
多
数
の
記
録
が
あ
っ
た
。
そ

の
頃
は
、
圏
央
道
建
設
に
よ
り
周
辺
地
域
の
開
発
の
動

き
も
活
発
化
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

込
縄(

こ
み
な
わ)

林
道
が
伐
採
さ
れ
た
こ
と
で
、
幼

虫
の
餌
と
な
る
コ
ナ
ラ
の
新
し
い
伐
採
木
か
ら
見
つ
か

り
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
時

の
事
で
、
そ
れ
以
降
、
高
尾
山
で
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
す
っ

か
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
偶
然
に
も
、
一
匹
の
虫
を
通
じ
て
高
尾
山
で
の
出
来

事
の
一
片
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
ク
リ
ス
ト

フ
が
飛
ん
で
き
た
斜
面
は
、
若
い
木
々
が
生
い
茂
っ
て

い
る
。
か
つ
て
の
よ
う
に
様
々
な
昆
虫
が
ベ
ン
チ
ま
で

飛
ん
で
来
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。
と
は
い
え
、
こ
う

し
て
森
林
の
再
形
成
を
実
感
で
き
る
の
も
ク
リ
ス
ト
フ

の
お
か
げ
で
あ
る
。

　
高
尾
山
に
は
、
約
５
千
種
の
昆
虫
が
生
息
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。冬
の
間
、身
を
潜
め
て
い
た
虫
達
が
、

今
年
も
蠢(

う
ご
め)

き
始
め
、賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
虫
を
見
つ
け
、
何
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

〈
解
説
員　
小
林
〉

解説員

ら
む

こ
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春
風
に
吹
か
れ
て

※ベランダで洗濯中
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たかおさん
「こんなところで」の巻

指定管理者制度移行のお知らせ
（平成30年4月1日から）

4月1日より東京都高尾ビジターセンターは指定管理者制度が導入

され株式会社自然教育研究センターが管理運営を行います。

高尾山の魅力をより良く伝えられるようスタッフ一同、努力して参

ります。今後ともご愛顧のほど、何卒よろしくお願い致します。

ホームページ リニューアル
公式ホームページをリニューアルいたしました。ホームページのア

ドレスはこれまでのhttp://takaovc599.ec-net.jp/から変更はあ

りません。

Twitter・Facebookも始めました！

こちらも是非チェックをお願いします。

高
尾
山
は

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
出
会
え
る

貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

某
ス
タ
ッ
フ
の

西
多
摩
の
自
宅
。

新
宿
に
も
…

も
し
か
し
た
ら
宇
宙
で
も

出
会
え
る
か
も 

…
？
？

で
も
ま
れ
に

こ
ん
な
場
所
で
も
…

旅しすぎ！！

アサギマダラは季節移動をすることで知られている蝶で、国内では沖縄から北海道までのほぼ全土
で見られ、国外では中国、台湾、朝鮮半島、ヒマラヤ山脈まで広く見られます。
春～夏にかけては日本列島を北上し、秋には南下の旅へと転じます。

海をも渡るその移動距離は、長いもので2000キロ。
しかし旅をする理由についてはまだよくわかっておらず、

その謎めいた生態もまた私たちの好奇心をかき立て魅了します。

旅をする蝶
　～アサギマダラと高尾山をつなぐもの～

 アサギマダラ
(タテハチョウ科マダラチョウ亜科)

一般に、アサギマダラは移動しながら世代交代を重ねていると考えられています。
高尾山で成虫の姿に出会えるのは主に年2回。

高尾山で越冬した幼虫が成虫となって北上の旅を始める5月と、南下移動中の新世代が飛来する10月です。
アサギマダラが高尾山に引き寄せられるその背景にあるものとは・・・？

参考文献：旅をする蝶アサギマダラ／月刊むしNo.434（むし社）、アサギマダラ海を渡る蝶の謎（山と渓谷社）
　　　　　謎の蝶アサギマダラはなぜ海を渡るのか？（ＰＨＰ研究所）、昆虫1400①（文一総合出版）

はね
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今年は明治150年という節目の年。50年前の明治100年も注目が集まり

ました。明治100年と「明治の森」高尾国定公園、ここには心の癒し

を森に求めた当時の人々の願いが込められています。

vol.13

タ
ゴ
ガ
エ
ル

の

解
説
員

ち

い

お
し
vol.9

見
ら
れ
る
時
期
：
４
〜
５
月

見
ら
れ
る
場
所
：
１
号
路
・
６
号
路
・
日
影
沢

な
ど
の
沢
沿
い
の
岩
場

〈
解
説
員
　
佐
藤 

舞
子
〉

カ
エ
ル
な
の
に
、

　
　
　
ワ
ン
と
鳴
く…

山
地
の
渓
流
に
生
息
す
る
体
長
５
セ
ン
チ
ほ
ど

の
カ
エ
ル
。
繁
殖
期
に
は
岩
の
割
れ
目
の
奥
で
、

オ
ス
が
鳴
き
、
メ
ス
を
呼
び
ま
す
。「
グ
ッ
グ
ッ

グ
ッ
」
と
い
う
声
の
合
間
に
、
た
ま
に
ひ
と
声
、

「
ワ
ン
！
」
と
聞
こ
え
る
声
を
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
声
は
面
白
く
も
あ
り
、
可
愛
く
も

あ
り
、
マ
ネ
を
し
た
く
な
る
ワ
ン
♪

明治100年と

「明治の森」高尾国定公園

!?

　

年
の
節
目
、人
生
の
節
目
、節
目
節
目
は
何
か
し

ら
来
し
方
行
く
末
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
成 

年
は
明
治
元
年
か
ら
1
5
0
年
の
年
で
す
。

こ
の
節
目
に
、明
治
か
ら
の
近
代
化
の
歩
み
を
伝

え
る
記
念
事
業
が
全
国
各
地
で
企
画
・
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

年
前
の
昭
和　

年
の
前
後
も「
明
治
百
年
記

念
事
業
」と
い
う
全
国
規
模
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
一
つ
に
国
土
緑
化
運
動
と
い
う
事

業
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
頃
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
終
え
、い
ざ
な
ぎ
景
気
の
真
っ
た
だ
中
、都
市

部
で
は
金
の
卵
・
集
団
就
職
な
ど
と
呼
ば
れ
た
大

勢
の
人
々
が
日
々
働
く
中
、そ
の
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
必
要
と
さ
れ
た
の
が
、身
近
な
森
で
の

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
で
し
た
。国
土
緑
化
運
動
は
、

そ
う
し
た
人
々
の
願
い
を
形
に
し
た
一
大
事
業
だ

っ
た
の
で
す
。標
語
や
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ン
テ
ス
ト
、記

念
曲
や
記
念
碑
の
作
成
・
建
設
、植
樹
祭
の
実
施

な
ど
、そ
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
様
々
な

行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、実
際
に
森
の
恩
恵
に
預
か
る
こ
と
の

で
き
る
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、

「
明
治
の
森
」「
国
民
の
森
」「
県
民
の
森
」「
森
林
公

園
」な
ど
の
公
園
の
造
成
や
設
置
が
全
国
各
地
で

計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、昭
和　

年　

月　

日 「
明
治
の

森
」に
選
ば
れ
た
の
が
、こ
こ
高
尾
山
だ
っ
た
の
で
す
。

高
尾
山
は
そ
れ
ま
で
も
人
々
の
訪
れ
る
山
と
し
て

脈
々
と
続
い
て
き
ま
し
た
。そ
の
軌
跡
は
、戦
国
時

代
の
制
札
、江
戸
時
代
の
名
所
図
、明
治
・
大
正
時
代

の
絵
葉
書
や
写
真
帳
、昭
和
初
期
の
案
内
誌
な
ど
か

ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。昭
和　

年
に
は
都
立
自

然
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
尾
山
は
時
代
を
越
え
た
、人
々
の
拠
り
ど
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て「
明
治
の
森
」と
な
っ
た
こ
の
時
、高
尾
山

は
、人
々
の
思
い
描
く
身
近
な
自
然
の
全
国
的
な
象

徴
と
し
て
、新
た
に
認
識
さ
れ
た
の
で
す
。生
活
が

豊
か
で
便
利
に
な
っ
て
い
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
、

自
然
が
身
近
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
、そ
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
る
こ
と
に
、人
々
が
改
め
て
気
づ
い
た
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
明
治
の
森
」は
、身
近
な
自
然
の
大
切
さ
を
人
々

に
伝
え
る
き
っ
か
け
で
も
あ
り
、出
発
点
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。そ
し
て　

年
の
時
を
経
た
明
治
1
5
0

年
の
今
、高
尾
山
は
外
国
の
人
々
も
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
明
治
の
森
」の
姿
、そ
れ
は
高
尾
山
か
ら
得
た
私

達
一
人
ひ
と
り
の
体
験
や
感
動
の
積
み
重
ね
と
も

言
え
ま
す
。社
会
性
が
多
様
に
な
っ
た
今
日
、そ
の

姿
も
多
様
性
を
広
め
、深
め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
解
説
員　

藤
野
〉

グッグッグッグッグッ
　　ワンッ！
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オスの腹端の内部には「ヘアペンシル」と呼ばれる発香器官
が収められていて、一対の黒い毛束になっています。
オスはメスを引き寄せる際にこのヘアペンシルを出し、後翅
の性標にこすりつけます(匂いづけ)。

キジョランは、国内では関東以西の本州～沖縄かけて分布するつる性の常緑多年草です。
高尾山では山内のあちこちに自生しており、秋、高尾山で産卵する個体はこの葉の裏に卵
を産み付けます。1週間ほどで孵化した幼虫は、葉を食べながら成長しますが、厳冬期には
ほとんど食べることなく、葉の裏でじっと過ごします（幼虫越冬）。
冬も葉を落とすことのないキジョランが、高尾山に豊富にあるということは、アサギマダラ
にとって大変重要なことなのです。

アサギマダラと高尾山をつなぐカギ　其の二
～幼虫の食草キジョラン～

旅をするアサギマダラにとって高尾山は、この地で誕生した成虫には旅の出発地となり、移動中の個体にとって
は中継地・休息地として利用されます。高尾山では卵～成虫まで、姿を変えたアサギマダラに一年を通して出会
うことができますが、季節を通して注目していくと、この山で繋がる命があることをより深く知ることができます。
まずはキジョランの葉っぱをやさしくめくってみるところからはじめてみませんか？　　　　　　〈解説員　宇井〉

多様な植生を持つ高尾山では、春から秋にかけて多くの植物が花を咲かせます。アサギマダラは旅の途中でこれらの花々
を利用しますが、中でもオスが蜜を吸う花には、ピロリジジンアルカロイド（略してPA）と呼ばれる有毒物質が含まれている
ことが知られています（※高尾山ではヒヨドリバナとアザミの仲間がその代表です）。オスはこのPAを性フェロモンの原料
として利用し、メスを引き寄せます。

吸蜜中は人間が近づいても
気付かない？！

アサギマダラと高尾山をつなぐカギ　其の一
～成虫が訪れる花々～

【 オスのヘアペンシル 】

マルバウツギ
（5月）

ガクウツギ
 （5月～6月）

イイギリ/雄花
(6月）

ミズキ
（5月～6月）

アキノキリンソウ
(8月～10月）

テイカカズラ
(6月）

アズマヤマアザミ
 （9月～11月）

コウヤボウキ
（10月）

ヒヨドリバナ
（8月～10月）

丸い穴は幼虫が葉を食べたあと！

ぺらっ

こうし

ふか


